
（様式１(4)）

・応募者の概要

〒 - 指定のない場合は、枠線内に左詰めで丁寧に楷書で記入して下さい。

↑ 既に提出されている「事業計画提案書」に記載の住所を記入して下さい。都道府県名より記入して下さい。

↑ 既に提出されている「事業計画提案書」に記載の事業者名を記入して下さい。濁点文字は一枠で記入して下さい。

・当該展示住宅における木材使用計画

①　当該展示住宅に使用を予定する地域材

②　①に示す地域材の使用割合

（注）この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 木材使用計画

↑ 該当するもの１つに○印をつけて下さい。 ↑ 該当するもの１つに○印をつけて下さい。

１００％使用

５０％以上１００％未満の範囲で使用

３０％以上５０％未満の範囲で使用

３０％未満の範囲で使用

３０％以上５０％未満の範囲で使用

３０％未満の範囲で使用

○印
記入欄

①の地域材の使用割合

１００％使用

５０％以上１００％未満の範囲で使用

事業者番号
（木住室が記入）

本計画の提出期限は、平成２２年３月１２日（金）（消印有効）です。

木造展示住宅の木材使用計画

産地、加工種などについて、民間の第三者機関により認証される木材・木製品（ＦＩＰＣなど）
［認証制度の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

①の地域材の使用割合

都道府県による産地が証明される制度又はこれと同程度の内容を有する制度により認証される木材・木材製品
［認証制度の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

森林経営の持続性や環境保全への配慮などについて、民間の第三者機関により認証された森林から産出される木材・
木材製品（ＦＳＣ、ＰＥＦＣ、ＳＧＥＣなど）
［認証制度の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に基づく合法性が証明される木材・木材製品

↑ 既に提出されている「事業計画提案書」に記載のものについて○印を記入して下さい。２つ以上該当する場合については、主に使用するもの１つに
◎印、その他のものに○印を記入して下さい。

住所住所

事業者名

○印
記入欄

使用予定の地域材

構造材（柱・土台・梁・桁など） 構造材以外
垂木・間柱・根太などの準構造材、下地
材、仕上材、造作材

○印
記入欄

上記の方法によらず、企業等の独自の取組（森林の伐採段階から納入段階等に至るまでの流通経路等を把握する な
ど）によって、産地が証明される木材・木材製品
［制度の概要：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］


